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令和８年度「全国学力・学習状況調査」の結果について 

 

１ 調査の概要 

（１）調査の目的 

   義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把

握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校における児童生徒へ

の学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、教育に関す

る継続的な検証改善サイクルを確立する。 

  

（２）調査の対象および内容 

  ・調査対象 … 小学校第６学年（市内９校）321 人、中学校第３学年（市内６校）327 人 

  ・調査内容 …【教科に関する調査】  

・小学校第６学年：国語、算数   （各４５分） 

          ・中学校第３学年：国語、数学、英語（各５０分） 

           国語、算数・数学は冊子を用いた筆記方式（ＰＢＴ） 

中学校英語は、生徒が活用するＩＣＴ端末等を用いた文部科学省ＣＢＴシステ 

ム（MEXCBT）によるオンライン方式（ＣＢＴ） 

         【生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査】 

・児童生徒に対する調査（20～40分程度） 

小・中学校ともに児童生徒が活用するＩＣＴ端末等を用いた文部科学省ＣＢＴ 

システム（MEXCBT）によるオンライン方式（ＣＢＴ） 

・学校に対する調査（オンラインによる回答） 

  ・調査期日 … 国語、算数・数学：令和８年4月2３日(木) 

児童質問調査：令和８年4月24日（金）～５月８日（金）のうち、指定された１日 

中学校英語（読むこと・書くこと・聞くこと）、生徒質問調査： 

令和８年４月20日（月）～23日（木）のうち指定された１日 

中学校英語（話すこと）：令和８年４月24日（金）～５月29日（金）のうち、指定された 

１日 

 

２ 教科に関する調査の結果の概要  
 （１）各教科における本市と県・全国の平均正答数と平均正答率（％）、平均ＩＲＴスコア 
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（２）各教科の学習指導要領の領域別平均正答率 

小学校第６学年                 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校第３学年 

 

 

  

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

※中学校英語については、ＩＲＴを活用したＣＢＴで実施され、技能別および領域別の正答率の公表 

はないため、掲載なし。 

 

 

国語：県と同等であるが、全国と比べるとやや下回る。「情報の扱い方に関する事項」は県・全国を

上回る一方、「書くこと」と「読むこと」に課題が見られる。 

数学：県・全国と比べてやや下回る。「数と式」は県を上回るものの、特に「図形」に課題が見られ

る。 

国語：県・全国と比べてやや下回る。「読むこと」は、全国とほぼ同等で県を上回る一方、特に、「書く

こと」と「情報の扱い方に関する事項」に課題が見られる。 

算数：県・全国と比べてやや下回る。「測定」は県とほぼ同等であるが、特に、「図形」と「変化と関係」

に課題が見られる。 
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（３）正答率が低かった問題 

問題① 小学校第６学年【国語】「書くこと」（思考・判断・表現）２四  

 

問題② 中学校第３学年【国語】「書くこと」（思考・判断・表現）４四  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜調査結果のポイント＞ 
【小学校国語】 
○「読むこと」において、目的に応じて必要な情報を見付けたり、文章を読んで理解したことに基
づいて、自分の考えをまとめたりすることができていた。 

●「書くこと」において、条件を満たして記述することに課題が見られた。（問題①） 
 
【中学校国語】 
○「情報の扱い方に関する事項」において、情報と情報との関係の様々な表し方を理解することが
できていた。 

●「書くこと」において、文章を読んで理解したことや自分の考えを、条件を満たして記述するこ
とに課題が見られた。（問題②） 



4 

 

問題③ 小学校第６学年【算数】「図形」（思考・判断・表現）４（３） 

 

 

 

 

 

 

問題④ 小学校第６学年【算数】「変化と関係」（思考・判断・表現）２（３） 

 

問題⑤ 中学校第３学年【数学】「図形」（知識・技能）３  
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問題⑥ 中学校第３学年【数学】「データの活用」（思考・判断・表現）７（２）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜調査結果のポイント＞ 

【小学校算数】 

○「測定」において、示された情報を基に、数量の関係に着目して、条件に合う時間を求めること

ができていた。 

●「図形」において、「面積」や「体積」、「立方体」などの意味、基本的な概念の理解・定着に課題

が見られた。（問題③） 

●「変化と関係」において、単位量あたりの大きさを求める除法の式の意味を理解し、その商から

混み具合を判断することに課題が見られた。（問題④） 

 

【中学校数学】 

○「数と式」において、具体的な場面で正の数と負の数を用いて変化や状況を表したり、「同類項」

の意味を理解したりすることができていた。 

●「図形」において、２直線が平行になるための条件の理解に課題が見られた。（問題⑤） 

●「データの活用」において、事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することに

課題が見られた。無解答率も 46.2％であり、記述することを諦めてしまう生徒が半数近くいるこ

とがうかがえる。（問題⑥） 
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問題⑦ 中学校第３学年【英語】「書くこと」（思考・判断・表現）10（２）  

 

問題⑧ 中学校第３学年【英語】「書くこと」（思考・判断・表現）11  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜調査結果のポイント＞ 

【中学校英語】 

○「聞くこと」において、日常的な話題について、目的に応じて、必要な情報を聞き取ることが

できていた。 

●「書くこと」において、社会的な話題について、短い文章を読み、要点を捉え、考えとその理

由を書くことに課題が見られた。（問題⑦） 

●「書くこと」において、音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を、書くことによる

実際のコミュニケーションにおいて活用することに課題が見られた。（問題⑧） 
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（４）教科の正答数ごとの層分布（四分位および IRTバンド） 

 

【小学校】 
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英語 

 

ＩＲＴスコア分布グラフ（パーセンタイル値：10%,25%,50%,75%,90%） 

数学 
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小学校国語・算数：いずれの教科も、正答数が最も少ない層（０-５問）が約３割と全国より多い。

一方で、正答数が最も多い層は全国比で１割以上少なく、「複数の情報を組み合

わせて解く応用力」や「自分の考えをまとめる記述力」の育成が喫緊の課題であ

る。 

中学校国語：正答率が最も高い層（12-15 問）の割合は県を上回っているが、中位層（7-11 問）の 

割合が県、全国より少ない。「的確に読解・記述できる層」と「漢字や語彙などの基礎

でつまずいている層」との二極化が生じており、下位層への手立てが必要である。 

中学校数学：全国と比較して第２四分位（５-９問）の割合が 35.4％と突出して高い。計算等の基礎 

的な処理能力は定着しているものの、そこから一歩踏み出し、「根拠をもとに筋道立て

て説明する力」や「未知の問題を解決する力」に課題がある。 

中学校英語：「バンド３」の割合が県・全国を上回り、生徒のボリュームゾーンとなっている。一方

で「バンド４」以上の割合は県・全国より低く、定型的な英語のやり取りはできるもの

の、「複雑な内容を英語で表現する力」が不足している。 
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３ 児童生徒質問調査の結果 

（１）各学校の教科に関する調査、および児童質問調査の結果について、全国、県と比較基準として標

準化して図示したチャート 

  

①小学校第６学年のチャート図 

 

【教科を中心とした学力・学習状況】       【その他の学力・学習状況（学習習慣・自己有用感等）】 

（赤線は全国基準）                    (赤線は全国基準) 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （青線は滋賀県基準）                   （青線は滋賀県基準） 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

質問調査の「教科を中心とした学力・学習状況」においては、全国・県と比較して、「国語の学

力」、「算数の学力」に課題が見られる。また、「その他の学力・学習状況」においては、全国と比較

して「ICT を活用した学習状況」「学習習慣」に乖離がある。 

一方、「自己有用感・心理的安全性等」は、全国・県の基準を上回っており、本市が目指している

自己肯定感・自己有用感を育成する取組の成果が表れている。 
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 ②中学校第３学年のチャート図  

 

【教科を中心とした学力・学習状況】       【その他の学力・学習状況（学習習慣・自己有用感等）】 

（赤線は全国基準）                    (赤線は全国基準) 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

（青線は滋賀県基準）                   （青線は滋賀県基準）    

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

〇最も肯定値（「強い肯定」「弱い肯定」で回答した児童生徒の割合）が高い質問 

「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」97.2％（全国 95.8％） 

●最も肯定値や頻度が低い質問 

「土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾

で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間

も含む）」１時間以上  6.7％（全国 17.1％） 

〇全国と比較して肯定値や頻度が高い質問 

「学校の勉強のことについて、あなたの親や家族は、どれくらいあなたと話しますか」 

週１～２回以上 84.6％（全国 75.0％）+9.6 

●全国と比較して肯定値や頻度が低い質問 

「前年度までに受けた授業で、PC・タブレットなどの ICT 機器を、どの程度使用しましたか」 

週３回以上 55.3％（全国 68.8％）-13.5 
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（２）学力調査結果とのクロス集計 

児童生徒質問調査において、質問ごとの各教科区分とのクロス集計を分析すると、おおむね肯定的

な回答の割合が高いほど、平均正答率や IRT スコアが高い項目から特徴的なものを挙げる。 

 

 

〇最も肯定値（「強い肯定」「弱い肯定」で回答した児童生徒の割合）が高い質問 

「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」 96.1％（全国 95.9％） 

●最も肯定値や頻度が低い質問 

「放課後や学校が休みの日に、本（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）を読んだり、借りた

りするために、地域の図書館（電子図書館を含む）にどれくらい行きますか」 

月１～３回以上  6.4％（全国 7.0％） 

〇全国と比較して肯定値が高い質問 

「朝食を毎日食べていますか」 94.2％（全国 90.9％）+3.3 

●全国と比較して肯定値や頻度が低い質問 

「土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学

習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して

学ぶ時間も含む）」１時間以上 16.1％（全国 29.9％）-13.8 

質問調査の「教科を中心とした学力・学習状況」においては、全国・県と比較して、「国語の学

習活動」と「数学の学習活動」に関する意識に課題が見られる。また、「その他の学力・学習状況」

においては、全国・県と比較して「ICT を活用した学習状況」「主体的・対話的で深い学び」に課

題が見られる。 

一方、「向社会性」と「自己有用感・心理的安全性等」は、全国・県の基準を上回っており、地

域や他者との関わりに対する意識が高いことに加え、様々な活動を通して、本市が目指している

自己肯定感・自己有用感が育成されていることがうかがえる。 
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（39）前年度までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか。 
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（40）前年度までに受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる 

活動を行っていましたか。 
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学習指導要領の趣旨を踏まえた教育活動の取組状況を問う質問項目の回答から、「主体的・対話的で

深い学び」に取り組んだと考える児童生徒ほど、各教科の正答率・スコアが高い傾向が見られる。 

各学校において、「主体的・対話的で深い学び」の視点を踏まえた授業改善が進み、児童生徒が課題

解決に向けて自ら進んで取り組んだり、各教科で学んだことを生かして自分の考えをまとめたりする活

動が設定されていることが分かる。 

今後は、自分で学び方を考え、工夫したり、よく分からなかった点を見直し次の学習につなげたりす

るなど、自分の思考や行動を把握し認識しながら学習を自己調整し、思考や行動を修正したり、次の思

考や行動につなげたりする「学びの主体的な調整」を、ＩＣＴを効果的に活用しながら行っていくこと

により、さらに授業改善の効果が図れるものと考える。 
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（３技能） 


